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●４つの習慣

▼寝たばこは絶対にしない、させない。

▼ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

▼こんろを使うときは火のそばを離れない。

▼コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
●６つの対策

▼火災の発生を防ぐためにストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。

▼火災の早期発見のために住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。

▼火災の拡大を防ぐために部屋を整理整頓し、寝具・衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。

▼火災を小さいうちに消すために消火器等を設置し、使い方を確認しておく。

▼お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。

▼防火防災訓練への参加、戸別訪問等により、地域ぐるみの防火対策を行う。 問消防本部予防課（☎981‒0304）

　早朝駅前街頭広報　
　秋季全国火災予防運動の実施期間にあわせて、火災予防
の呼びかけを行うための街頭広報を行います。
■日時　11月９日（月）午前７時30分～８時
■場所　京阪石清水八幡宮駅前と京阪橋本駅前

「火の確認  いい日支える  いい習慣」
（令和８年度全国統一防火標語）

令和８年秋季全国火災予防運動　11月9日(月)～15日(日)

住宅防火
いのちを守る
10のポイント

火災・救急統計
消防本部 ☎981‒4119

令和８年１月～９月累計（　）内９月分 昨年同期累計
火災出動 9件 (2) 19件
火災以外の出動 310件 (36) 328件
救急出動 3,352件 (380) 3,475件
搬送人員 3,105人 (361) 3,112人

刻は、午後４時45分です。午後４時に
は車のライトを点灯し、交通事故を防
ぎましょう。

　京都府では、薄暮時間帯（日没前後
１時間）の交通事故が増加する傾向に
あります。京都の最も早い日の入り時問管理・交通課（☎983‒5144､ ＦＡＸ983‒1143）

早めに車のライトアップを

▼出せるのは
　100％プラスチック製品のみ
　プラスチック製品から金属やシリコン
が取り除けない場合は「燃やさないごみ」
で出してください。

▼充電式電池は絶対に入れない
　火災の原因となります。プラスチック
資源から充電式電池が取り除けない場合
は、公民館などに設置されている小型家
電ボックスに入れるか、環境業務課まで
お持ち込みください。
＊　　　　　　＊　　　　　　＊

　プラスチック資源を正しく分別して、
プラスチックのリサイクルに取り組み、
ごみを減らしましょう。

　今年４月から、プラスチック資源の一
括回収が開始されましたが、正しい分別
が出来ていない状況が多くみられます。
　プラスチック資源は、今までの「プラ
マーク製品（プラスチック製容器包装）」
と「100％プラスチック製品」をあわせ
たものです。
　主な注意点　
　右の見分け方フローを見て、分別して
ください。

▼生ごみを入れないで
　食品トレーなどは水洗いしてください。

▼長さは50㎝ 未満のもの
　ひも状のものなどは50㎝ 未満に切断し
てください。

プラスチック資源の回収に
ご協力ください

プラスチック資源の見分け方フロー

100％プラスチック素材ですか？

一辺の長さが 50 ㎝未満ですか？
　45L のごみ袋に入りますか？

硬い板状のものは厚み５㎜未満、
塩ビ管は管の厚み５㎜未満ですか？

きれいな状態ですか？ 燃やすごみ

プラスチック資源 プラマーク製品
ですか？ 燃やさないごみ

燃やさないごみ、
または大型ごみ

はい

はい

はい

はい はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

11月は「リチウムイオン電池による火災防止月間」です

問環境業務課（☎983‒5340）

■小型家電ボックス設置箇所
　環境業務課（別館）、上下水道課前（分庁舎）、生涯学習センター、八
幡市民図書館、八幡市民体育館、各公民館、各コミュニティセンター

　充電式小型家電に内蔵されたリチウムイオン電
池はごみでは絶対に捨てないでください！　過度
な力が加わると激しく発熱・発火し、大変危険です。
　公民館などに設置されている小型家電ボックス
に入れるか、環境業務課までお持ち込みください。
　膨張している充電式電池は、発火する危険性が
特に高いため、環境業務課までお持ち込みくださ
い。
※リチウムイオン電池を取り扱う際には、「３つ
のＣ」、「賢く選ぶ（Ｃｏｏｌ　ｃｈｏｉｃｅ）」、
「丁寧に使う（Ｃａｒｅｆｕｌ　ｕｓｅ）」､「正
しく捨てる（Ｃｏｒｒｅｃｔ　ｄｉｓｐｏｓａ
ｌ）」の心がけをお願いします。

　八幡市では、ひきこもり状態にあ
る人やご家族からの相談を受け付け
ています。専門の支援員が現在の状
況やお気持ちをお伺いし、解決への
糸口を一緒に考えます。相談に来る

　「外に出ることが不安」「人と関わ
ることがつらい」「家族がひきこも
っていて、どうしたらいいか分から
ない」など、ひきこもりについて悩
んでいませんか。

ことが難しい場合は、ご自宅への訪
問相談も行っています。
■相談の流れ　専門の支援員との面
談は対面または電話で個別に行い
ます。

※毎週火曜日午前９時～午後５時の
時間帯で1人45分枠。
※予約制となるため、開庁時間内に
お電話やメール（shien@mb.city.
yawata.kyoto.jp）でご連絡くだ
さい。

問生活支援課相談支援係（☎983‒1138)

ひきこもり相談窓口


